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前書き 
本マップの作成は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO) 

の 2025 年度委託業務「AI の安全性確保に関する研究開発・検証等の推進事業／AI セー

フティ強化に関する研究開発」(P25006)の一環として行った。 

本マップは、AI のセーフティその他の品質の実現に取り組もうとする方々に参考情

報として提供するものである。規範的な意味を持つものではない。 

 
This document is distributed on an AS IS BASIS, WITHOUT WARRANTIES OF 

CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied.  
 
ライセンス表示 (Copyright and Licensing) 

  

本マップの著作権は国立研究開発法人産業技術総合研究所が保有します。国立研究開

発法人産業技術総合研究所は、本マップの利用を、クリエイティブコモンズライセンス 

CC BY 4.0 (https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/) の下で許可します。 

 
Copyright © 2026 by the National Institute of Advanced Industrial Science and Technology. 

This document is licensed under the Creative Commons CC BY 4.0 License. To view a copy of 
the license, visit https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/. 
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1 このマップの目的と構成 
本マップは、AI に関する国際標準文書群を全体として捉え、どのような論点、どのよ

うな領域、どのような分野・用途に標準が配置されているかという構造を把握すること

を目的としている。個々の標準の内容解説や評価を行うことを目的とするものではない。 

AI に関する国際標準は、技術仕様、プロセス、ガバナンス、倫理、分野別要件など、

多様な観点から策定されている。そのため、個別標準を点として把握するだけでは、文

書群全体の関係性や配置の特徴を理解することは容易ではない。本マップでは、こうし

た文書群を整理観点に基づいて配置することで、全体像を俯瞰できる形で示している。 

本マップで対象としている標準文書は、ISO/IEC、IEEE、CEN/CENELEC の三つの標

準化団体が公表している AI 関連の標準文書である。これらの団体は、標準化の背景や

プロセス、想定する利用文脈がそれぞれ異なるが、いずれも国際的に重要な位置を占め

ている。 

本マップでは、標準文書を整理するための枠組みとして、三つの整理観点を用いてい

る。これらの整理観点は、標準文書の性格や関心の所在を把握するためのものであり、

個別標準の優劣や妥当性を判断するための基準ではない。整理観点の詳細については、

次節で説明する。 

あわせて、本マップでは、対象とした標準文書をロングリストとして付録 1 にまとめ

て示している。各標準文書は整理観点に基づいて分類されており、整理観点を手掛かり

として、関心に応じた標準文書を参照できる構成としている。 

また、各標準化団体における文書分類とそれが想定する標準開発プロセスを付録 2 に

示した。 

2 AI 関連標準の整理観点 
本節では、本マップで用いている三つの整理観点について、それぞれが何を意味し、

どのような違いを持つかを説明する。これらの整理観点は、個別の標準文書を評価した

り比較したりするためのものではなく、国際 AI 標準文書群を構造として把握するため

の切り口として設定している。 
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2.1 整理観点の構成 

 
図 1. 三つの整理観点 

 
図 1 は、本マップにおいて AI 関連国際標準を整理するために用いている三つの観点

を示した。 

1. 品質に関する観点 

2. 品質実現のための介入領域の観点 

3. 分野・用途の観点 

これらは互いに排他的なものではなく、同一の標準文書が複数の観点に関係すること

を前提としている。本マップでは、これらの観点を組み合わせることにより、国際 AI

標準文書群を一覧ではなく、構造を持った集合として捉えることを意図している。 
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2.2 品質に関する観点 

 
図 2. 品質に関する観点 

品質に関する観点は、AI に対してどのような性質や要件が求められているかという

視点から、標準文書の主題を整理するものである。図 2 は、この品質に関する観点と、

その中で整理している主な属性を示している。 

この観点では、安全性、セキュリティ及びプライバシー、性能及び堅牢性、公平性、

社会的影響、アカウンタビリティ、透明性など、国際的な議論において一般に用いられ

ている品質論点を整理軸としている。これらの属性は、個別の標準文書からボトムアッ

プに抽出したものではなく、既存の整理や議論を踏まえて設定したものである。 

品質に関する観点に基づいて分類される標準文書は、AI がどのような品質を備える

べきか、あるいはどのような点に配慮すべきかを主題として扱っている。技術的な実装

方法や具体的な管理手段の詳細よりも、求められる性質や状態そのものに着目している

点が特徴である。 
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2.3 品質実現のための介入領域の観点 

 
図 3. 品質実現のための介入領域の観点 

 
図 3 に示した品質実現のための介入領域の観点は、AI の品質を確保・実現するため

に、どの領域に手が入れられているかという視点から標準文書を整理するものである。

この観点では、品質そのものではなく、品質に影響を与える対象や仕組みに着目する。 

具体的な介入領域としては、組織的なガバナンスやマネジメント、開発・運用のプロ

セス、データやモデル、要員やスキルなどが含まれる。これらは、AI の品質がどのよう

な対象を通じて形づくられているのかを把握するための整理軸である。 

この観点で分類される標準文書は、品質論点を直接の主題とするのではなく、品質を

左右する構造や仕組み、管理対象を中心に記述している。品質に関する観点とは異なり、

複数の品質論点に横断的に関係する内容を含むことも多い。 

2.4 分野・用途の観点 

 
図 4. 分野・用途の観点 

 
分野・用途の観点は、標準文書がどのような利用文脈を想定しているかという視点か

ら整理するものである。この観点では、AI が適用される分野や用途の範囲に着目する。 



AI 関連国際標準マップ  国立研究開発法人産業技術総合研究所  
IPRI-TR-2026-03 

７ 
 

この観点に基づく整理では、特定の分野や技術に依存しない汎用的な標準と、特定の

業界、用途、または技術分野を前提とした標準を区別する。例えば、広く AI 一般を対

象とした枠組み的な標準と、特定分野での利用を想定した標準とでは、想定する読者や

適用範囲が異なる。 

分野・用途の観点は、同じ品質論点や介入領域を扱っている標準文書であっても、ど

のような文脈で利用されることを想定しているかを区別するための補助的な視点とし

て機能する。 

3 国際 AI 標準文書群の分布 
本節では、2 節で示した整理観点に基づいて分類した標準文書の集計結果を示し、国

際 AI 標準文書群がどのように分布しているかを俯瞰する。ここで示す分布は、標準の

重要性や妥当性、優先度を示すものではなく、文書群の構造を可視化することを目的と

している。 

 

図 5. 品質の観点に基づく分類結果 
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図 6. 介入領域、分野・用途の観点に基づく分類結果 
 

図 5 および図 6 は、本調査対象とした国際 AI 標準文書を、整理観点ごとに分類し、

標準化団体別に集計した結果を示している。 

まず、全標準化団体を合算した分布を見ると、品質の観点では、「性能及び堅牢性」

に分類される文書の比率が相対的に高い。これに対し「アカウンタビリティ」に関する

文書は今回 1 件も見られなかった。 

介入領域の観点では、「AI システムの構成要素」および「プロセスあるいはコントロ

ール」に分類される文書の比率が高い。一方で、「要員」に関する文書は比率としては

限定的である。有名な ISO/IEC 42001 に代表される 「ガバナンスおよびマネジメントプ

ロセス全体」に関する標準も比較的少数派である。 

分野の観点では、「汎用的標準」が全体の大きな割合を占めており、特定の業界や技

術に限定しない形で AI 標準が策定されている文書が多数を占めている構造が確認でき

る。 

次に、標準化団体別に分布を見ると(図 7)、構造については概ね共通しているものの、

比率の違いが確認できる。 
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図 7. 品質の観点に基づく分類結果の分布(団体別) 

 
ISO/IEC については、複数の品質属性や介入領域に分散した分布を示しており、幅広

い観点を網羅する形で標準文書が配置されている。品質の観点では、「性能及び堅牢性」

を中心としつつも、他の属性にも一定の件数が分布している。 

IEEE については「性能及び堅牢性」や「AI システムの構成要素」に関連する文書の

比率が高く、技術的特性や評価方法に着目した標準が多い構造となっている。一方で「ヒ

ューマン・オートノミー」と「ヒューマン・オーバーサイト」を扱う文書が存在しない。 

CEN-CENELEC については、全体件数は他の団体と比べて少ないものの、品質の観点

および介入領域の観点の双方において一定の分布を示している。 

4 おわりに 
本マップは、AI に関する国際標準文書群について、文書群全体の構造を把握するこ

とを目的として整理を行ったものである。あわせて、本マップでは、対象とした標準文

書をロングリストとして付録とした。ロングリストでは、各標準文書が本文で示した整

理観点に基づいて分類されており、整理観点を手掛かりとして、関心に応じた関連標準

を検索・参照できるようにした。 
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付録1 AI 関連国際標準ロングリスト 
AI 関連標準ロングリストは、本テクニカルレポート IPRI-TR-2026-03 の付録として

作成した「AI 関連国際標準マップ付録 ロングリスト（Excel 形式）」に収録している。  
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付録2 各標準化団体の文書分類と標準化プロセス 
本付録では、本文で扱った国際標準化団体における文書の分類体系および標準化プロ

セスを整理した図を示す。 

各標準化団体では、標準が構想されてから策定・公表に至るまでの作業フローが想定

されており、進行段階ごとに取り扱われる文書には対応する文書分類が割り当てられて

いる。文書分類コードは、その文書が標準化プロセスのどの段階に位置づけられている

かを示すものである。 

 

 
図 8. ISO および IEC の文書分類 

 



AI 関連国際標準マップ  国立研究開発法人産業技術総合研究所  
IPRI-TR-2026-03 

１２ 
 

 

図 9. ISO/IEC 共同開発における標準化プロセス 
 

 
図 10. IEEE, CEN-CENELEC の文書分類 
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図 11. IEEE における標準化プロセス 

 
 

 
図 12. CEN/CENELEC における標準化プロセス 
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